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旧国立駅舎ブランドを再定義しアップデート。
これら3つの再定義した価値を
“利活用”を通じてブランド体現し
更新してきた（実質７カ月間の）2020年でした。

都市の
アイデンティティ

１

まちのシンボル

シビックプライド※の
源泉

①
②

③
※「シビックプライド（Civic Pride）」とは、都市に対する市⺠の誇りを指す⾔葉。

⾃分⾃⾝が関わって地域を良くしていこうとする、
ある種の当事者意識に基づく⾃負⼼、それがシビックプライド。



再度、旧駅舎 「アウェアネス・カラーライトアップ」を展開。
名実以上の“まちのシンボル（発信拠点）”としての面目躍如。

注： ”アウェアネス”は、気づき、意識の意味。

アウェアネスカラーライトアップとは、社会運動シンボルカラーによるライトアップを通じて、啓発への賛同を示すこと。
旧国立駅舎のアウェアネスカラーライトアップ第一弾は「ピンクリボン」。第二弾が、この「ダブルリボンキャンペーン」。

トピックスで振り返る、旧国立駅舎“利活用”を通じたブランド価値の更新１

２

①
まちの
シンボル

ダブルリボンキャンペーン2020
＠広間＋展示室
2020. 11.12-11.18
主催：国立市
政策経営部 市長室+子ども海底部 子育て支援課



コロナ禍で延期となった秋の名物イベント「天下市」が代替策
会場として選んだ場所は、“まちのシンボル”旧国立駅舎でした。

３

①
まちの
シンボル

天下市写真展
＠広間＋展示室+外構スペース
2020. 11.28-１２.６
主催：国立市商工会 青年部

トピックスで振り返る、旧国立駅舎“利活用”を通じたブランド価値の更新２



誰でも演奏可能なピアノ運営に「プレイピアノ」の愛称を命名。
毎日2時間、アフタヌーン/イブニングの帯運営で利活用と共存。

①
まちの
シンボル

①
まちの
シンボル

トピックスで振り返る、旧国立駅舎“利活用”を通じたブランド価値の更新３

４

みんなで奏でる「プレイピアノ」運用開始
＠広間
2020. 12.20～ 毎日運営中
主催：国立市 都市整備部 国立駅周辺整備課 旧国立駅舎係



94年の年月を超えた邂逅※。一橋大学との契約に基づいて創建
された旧国立駅舎の中で『一橋祭』サテライトイベントが開催。

５

①
まちの
シンボル

かいこう

※邂逅＞思いがけなく出会うこと。めぐりあうこと。

②
都市の

アイデンティティ

一橋祭サテライトステーション
＠広間＋展示室
2020. 11.20-11.23
主催：一橋祭運営委員会

トピックスで振り返る、旧国立駅舎“利活用”を通じたブランド価値の更新４



ピアノ寄贈に際し主体的なストーリーテリングにより価値を創出。
1926年当時の隠れたヒストリー「国立音楽村」に光をあてる。

①
まちの
シンボル②

都市の
アイデンティティ

ピアノ寄贈式＆ミニコンサート
＠広間
2020. 12.20
主催：国立市 都市整備部 国立駅周辺整備課

トピックスで振り返る、旧国立駅舎“利活用”を通じたブランド価値の更新５

６



夏に続き、冬にも旧国立駅舎でのイベントを開催コーディネート。
市の政策の根幹にある“ソーシャルインクルージョン”の源流を
たどると、そこには障がい者支援団体「かたつむり」の存在が。

①
まちの
シンボル

②
都市の

アイデンティティ

しょうがいしゃと人権
＠広間＋展示室
2020. １２１４-１５
主催：ライフステーション ワンステップかたつむり

トピックスで振り返る、旧国立駅舎“利活用”を通じたブランド価値の更新６

７

国⽴市がしょうがいしゃを取り巻く先進的な取り組み（例えば2005年「しょうがいしゃが
あたりまえに暮らすまち宣⾔」等）をリードし推進してきた背景には、
コーディネーターの私⾒だが）⽇本初の知的しょうがい児向けの学校「滝野川学園」の存在、
そして40年以上前に開設された、しょうがいしゃが地域で⾃⽴⽣活を⽀援する「かたつむ
り」（当時は「かたつむりの家」。共同代表は、“世直しお絹”こと三井絹⼦さん）の存在と共
⽣が⼤きく影響しあい、今の国⽴市の個性の⼀端を作り出している、と考えています。
余談だが、れいわ新撰組の⽊村英⼦参議院議員は、三井絹⼦さんを頼って国⽴市に移り住ん
でいた経緯と時期があります。



“じもとの誇り”を問う、500人規模の大アンケート回収イベント。
国立市民が誇る文化資源・名産品・観光名所・ランドマークは？

③
シビックプライドの

源泉

ジモトート国立
＆東京TAMAシリーズ

＠広間
2020. １２.７-1２.１３
主催：株式会社ジムニーワークス

トピックスで振り返る、旧国立駅舎“利活用”を通じたブランド価値の更新７

８



“国立市は子供も地域社会に関わっていく町だと知ってもらいたい”
そんな小学生の声を反映した、国語授業の成果展示で地域連携も。

①
まちの
シンボル

③
シビックプライドの

源泉

旧国立駅舎とおともだち
国立第三小学校6年生 約70人による
旧国立駅舎パンフレット展

＠広間
2020.12.25-27
主催：国立市立国立第三小学校

トピックスで振り返る、旧国立駅舎“利活用”を通じたブランド価値の更新８

９



数宇・データで見る旧国立駅舎 ＜利活用＞

累計入館者数27万9,099人
旧国立駅舎（令和2年4月6,7日＋６月１日～12月28日まで）

単独イベント動員数（推定）

１万1,158人
「天下市 写真展」（11/28-12/6）イベント稼働率

81.25％
(11/11̶12/28の48日間のうち39日間がイベント活用)

※10月度稼動率実績は64.5％

事前相談24件
17 団体に対応

(１１11-12/28の48日(ビジネスデー3１日)間の
旧駅舎のスペース利活用の相談対応件数

10

質問 300 件
ご意見ご感想 94 件

館内案内 61件
まちの回遊性促進 23件

(11/11-12/28の48日間の
まち案内所での対応件数

物販売上累計
383万1,862円

（該当期間中：77万6,894円）
(11/11-12/28の48日間）



日別「来館者数」「売上※」「トピックス」の相関データ（対象期間 11/11-12/28)
※売上→「まち案内所」内の物販売上の⽇別計上額

棒グラフ
（水色＝平日/赤＝土日祝日）

折れ線グラフ
（オレンジ）

11



通常運営

プロモーション
（掲出、配架、配布、設置）

魅力ある

まちづくり
の推進

旧国立駅舎は、“二刀流”の「スペース利活用」を展開中

12

イベント

まち案内所展示室 広間1

2

まちの
魅⼒発信
拠点

まちの
魅⼒発信
拠点



イベント展開実績①

ダブルリボンキャンペーン2020
＠広間＋展示室
2020. 11.12-11.18
主催：国立市
政策経営部 市長室+子ども海底部 子育て支援課
1 期間中累計来館客数

8,249人

パブリシティ

13

この⽇のアウェアネスカラーは「パープル」。「オレンジ」と⽇替わりライトアップ

「パープル」は、“⼥性に対する暴⼒をpなくす運動”の
「オレンジ」は、“児童虐待防⽌推進”の象徴となるアウェアネスカラー。 ウィッシュ（みんなの願い）メッセージツリーも⼤盛況でした



イベント展開実績②

一橋祭サテライトステーション
＠広間＋展示室
2020. 11.20-11.23
主催：一橋祭運営委員会2

期間中累計来館客数

7,347人

14「旧国⽴駅舎の歴史は、⼀橋⼤学との“理想の学園都市”を共に⽬指したところから
始まる」とリリースにも記載されています。

オープニングを飾った「⼀橋⼤学管弦楽団」のコンサート。旧駅舎94年の歴史上、館内の演奏会はこれが初かもしれません。

⼀橋祭のマスコットキャラクター「ぽん吉」がシンボリックに円形ベンチに鎮座

⼀橋⼤学鉄道研究会による旧国⽴駅舎と中央線のジオラマは⼦どもにも⼤⼈気



イベント展開実績③
天下市写真展
＠広間＋展示室+外構スペース
2020. 11.28-１２.６
主催：国立市商工会 青年部3 期間中累計来館客数

11,158人

15

パブリシティ

主催者「国⽴市商⼯会⻘年部」の
みなさんの選挙ポスターも恒例通り掲出

例年⼈気の企画「未来の⾃分にハガキを出そう“Send To Me”企画も⼈気でした 週末のみ、「くにニャン」も駆けつけてくれました。⼀緒に写真を撮ろう！天下⼀とくにニャンのコラボ⾵船もお祭り感の演出には効果的でした。

館内の写真展と連動して、市内全域43店舗が参加する「天下市Sale」を連動したイベントになりました。



イベント展開実績④
くにたちStyle 35コレクション
＠広間
2020. 11.２８-２９
主催：国立市 商工会4 期間中累計来館客数

3,117人

16

国⽴市商⼯会が選定する、国⽴ゆかりの銘品選定「くにたちStyle」を
⼀堂にパネル展⽰するのは、例年「天下市」での恒例イベントでした。

旧国⽴駅舎館内の「まち案内所」セレクトショップで扱う「くにたちStyle」商品には
“販売中”のPOPを配し、館内での購買回遊をうながす仕掛けも⾏いました。



イベント展開実績⑤
ジモトート国立

＆東京TAMAシリーズ
＠広間
2020. １２.７-1２.１３
主催：株式会社ジムニーワークス
5

期間中累計来館客数

8,103人

17

主催は札幌の雑貨商品企画会社、ジムニーワークス。
基幹商品「ジモトート」はこれまで全国100都市以上で商品化されています。

アンケート回答と引き換えに主催者扱い商品「エゾニマルノート」を500名にプレゼント。
旧国⽴駅舎にとって初の「サンプリング（配付PR）」に類するイベント事例にもなりました。

「ジモトート」は、“地元”と“トートバック”の組合せ造語。
“じもとの誇り”として集めた声をデザインモチーフとして

反映した地域オリジナルトートバッグ。
今回、都内初のジモトート」が国⽴市を含む東京多摩５都市で作成される

運びになり、プロモーション会場として、旧駅舎を選んでいただきました。

さあ、あなたなら「くにたちの地元の誇り」で何を選ぶ？ ⽂化資源、観光名所、特産物、ランドマークの各部⾨で選んでもらいます。



イベント展開実績⑥

6

18

しょうがいしゃと人権
＠広間＋展示室
2020. １２１４-１５
主催：ライフステーション ワンステップかたつむり

期間中累計来館客数

1,980人

今から40年以上前に開設された、しょうがいしゃが地域で⾃⽴⽣活を⽀援する「かたつむり」
（当時は「かたつむりの家」。共同代表は、“世直しお絹”こと三井絹⼦さん）の存在と共⽣が
⼤きく影響しあい、今の国⽴市の個性の⼀端を作り出している、と考えています。
※コーデイネーターの私⾒です 「かたつむり」共同代表“世直しお絹”こと三井絹⼦さんの⽣涯を舞台化した「絹⼦ものがたり」の映像上映。

三井絹⼦さんの描いた絵本。⻲の表情の絶妙さは必⾒。「かたつむり」様主催のイベントは、夏の「サマークリスマス：しょうがいしゃが考えた戦争
：研究発表展」に続き、2回⽬のイベント開催。



イベント展開実績⑦

7
期間中累計来館客数

4,058人

旧国立駅舎とおともだち
国立第三小学校6年生 約70人による
旧国立駅舎パンフレット展

＠広間
2020.12.25-27
主催：国立市立国立第三小学校

19“地域社会に開かれた国語授業の実現”を⽬指した授業の成果が、旧国⽴駅舎での展⽰イベントにつながりました。

パーテーションに貼られた⽣徒作品パンフレットは、まるで”⾶び出す縁本“のようです。

イベントタイトル（旧国⽴駅d舎とおともだち）企画も、イベントタイトルサインも、６年⽣⽣徒の作品です。

６年⽣ 70⼈が（国語の授業の⼀環で）旧国⽴駅舎のパンフレットをつくりました！



イベント展開実績⑧

8 ピアノ寄贈式＆ミニコンサート
＠広間
2020. 12.20
主催：国立市 都市整備部 国立駅周辺整備課

パブリシティ

パブリシティ 20

国⽴⽩うめロータリークラブ様からの寄贈式典から ⾳楽⼤付属⾼校３年⽣ユニットによるミニコンサート 寄贈式典にはJ:COM様のカメラクルーによる取材も

「市報くにたち」1⽉5⽇号のフロント特集にも取り上げられました。



イベント展開実績⑨

9

パブリシティ

みんなで奏でる「プレイピアノ」運用開始
＠広間
2020. 12.20～ 毎日運営中
主催：国立市 都市整備部 国立駅周辺整備課 旧国立駅舎係

パブリシティ

21

パブリシティ

「プレイピアノ」イブニング初⽇の⾵景から。男性の奏者が⽬⽴ちkます。

“電⾞降りたらピアノの⾳⾊”。東京新聞の⾒出しから。
クリスマスの夜（イブニング）の「プレイピアノ」を

取材いただきました。

『旧国⽴駅舎のプレイピアノ、すごく⼈気が出そうですね。』との番組コメントいただきました。

ストリートピアノ、街⾓ピアノに代わる概念と愛称として、みんなで奏でる「プレイピアノ」と命名しました。

「アフタヌーン」「イブニング」と名付けた時間帯（1⽇2時間）の毎⽇定時の帯運営スタイル

プレイ第１号は、⼩さなピアニスト。



館内 プロモーション 展開 1

企画展「写真に見る滝乃川学園」
場所：広間、まち案内所、サイネージ
主催：くにたち郷土文化館

第30回くにたちウォーキング
場所：広間、まち案内所
主催：国立市体育協会、
公益財団法人くにたち文化・スポーツ振興財団

くにたち街めぐり商品券販売
場所：広間、まち案内所
主催：くにたち活性化協議会

※⼀部の紹介です。

城山さとのいえ おさんぽガイド
場所：広間、まち案内所、サイネージ
主催：国立市南部地域まちづくり課

子ども食堂Map inくにたち
場所：広間
主催：国立市 子ども家庭部 施策推進担当課

富士見通りお散歩VR大作戦
場所：広間＋まち案内所
主催：富士見通り４商店街

① ② ③

④ ⑤ ⑥

22



館内 プロモーション 展開 2

国立市市長選挙
場所：広間
主催：国立市選挙管理委員会

国立市観光大使：三浦祐太朗
場所：広間（サイネージ）＋まち案内所
主催：国立市観光まちづくり協会

旭通り商店街“ほんの気持ちです”
場所：まち案内所
主催：旭通り商店街

※⼀部の紹介です。

国立でイタリアを旅しよう！
場所：広間、まち案内所
担当：くにたちイタリア商店の会

国立駅周辺整備事業の現在
場所：広間
主催：国立市都市整備部 国立駅周辺整備課

⑦ ➇

➈ ➉ ⑪

23



旧駅舎運営への“多様な市民の関わり“を可視化するため、旧駅舎での事前相談などの
機会をtwitter内にて「旧国立駅舎にいらっしゃ～い」企画として、さみだれ紹介。

今期も旧国立駅舎には多様な“まちの魅力発信大使”がいらっしゃいました。
“まちの魅力発信拠点”

24



資料：“寛容さ”の基調を生み出す館内運営マネジメント

25

①市政策根幹に「ソーシャル・インクルージョン」、②クレーム配慮より人権優先、
③障がい者に対するアンコンシャス・バイアス※についてスタッフ間にティーチング。

※ “アンコンシャス・バイアス”＝無意識の偏見

行動経済学における「ナッジ」理論についても
現場職員間で探求中。

※出典：電⼒中央研究所

人の行動変えるには
禁止でなく選択肢で“そっと後押し”



資料：旧国立駅舎＜リーフレット＞制作中。

26

制作の目的は、旧国立駅舎の ①利活用の円滑促進 と ②理解促進。
「旧国立駅舎ガイドブック」、令和3年 1月末に完成予定。鋭意制作中。


